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目的 

本県の主要な海面養殖業の一つに真珠養殖業がある。採

取された真珠のうち，商品価値の高い 1 級品（高品質真珠）

の割合は 10～30%程度であり，シミ・キズのある商品価値

の無いものが 30%程度を占める。現行の真珠養殖では生産

性が低いため，真珠養殖の現場では高品質真珠の生産率を

向上させることが大きな課題となっている。これまでの研

究から，真珠養殖工程の一つである「養生」を低塩分海水

で飼育することにより，シミ・キズのない真珠の生産率が

向上することがわかってきた（渥美 2011）。そこで，本研

究では低塩分海水による養生技術の確立を目的とし，次の

4 課題：1）低塩分養生水槽への収容可能貝数の把握，2）

低塩分養生の期間短縮の検討，3）簡易ろ過装置を用いた

小型陸上水槽の開発，4）低塩分養生に適した仕立て技術

の検討，に取り組んだ。 

 

1）低塩分養生水槽への収容可能貝数の把握 

方法 

 塩分 25，33psu の海水中におけるアコヤガイのアンモニ

ア排泄量を測定した。水温 22，25℃の各水温で 1 回ずつ

試験を行った。供試貝は満 1 年の交雑貝を用いた。塩分は，

塩分 25，33psu の 2 塩分区とし，さらに各塩分区を，仕立

ておよび挿核手術をした貝（挿核貝区）と仕立ても挿核手

術もしていない貝（生貝区）の 2 試験区とした。アンモニ

ア測定を行うまでの間，貝は各塩分の海水を満たした循環

式水槽に収容した。アンモニア測定は，循環式水槽に収容

後 1，8，14 日目の 3 回行った。各測定日には，各試験区

ともに塩分 25psu あるいは塩分 33psu の海水を 1L 入れた

水槽を 10 個ずつ用意した。各水槽には供試貝を 1 個体ず

つ収容し，水槽収容後 0，3，6 時間目に各水槽から採取し

た。試水は TRAACS2000 でアンモニア濃度を測定し，ア

ンモニア濃度の経時的変化から，各貝のアンモニア排泄量

を算出した。測定後，貝の軟体部を 60℃で 48 時間以上乾

燥し，乾重量を測定した。 

 以上の試験結果および以前に生貝を用いて行った試験

結果（渥美 2006）を基に，塩分 25psu の海水中における挿

核貝のアンモニア排泄量を推定する式を作成した。 

結果および考察 

水温 22，25℃ともに挿核貝のアンモニア排泄量は生貝

よりも有意に大きかった（p < 0.01）。また，水温 25℃での

アンモニア排泄量は水温 22℃よりも有意に大きかった

（p<0.01）。なお，塩分の違い，収容期間の違いによるア

ンモニア排泄量に大きな差異は認められなかった。 

以前に生貝を用いて行った試験から，貝の貝肉乾重量と

アンモニア排泄量の関係式，水温とアンモニア排泄量の関

係式を得ている。 

貝の貝肉乾重量とアンモニア排泄量の関係式（交雑貝式） 

EA（25，WD）=43.681WD 1 098 （R2 = 0.595），EA（25，WD）：塩分

33psu，水温 25℃におけるアンモニア排泄量（μmol/日/個

体），WD：貝肉乾重量（g） 

水温とアンモニア排泄量の関係式（日本貝・交雑貝共通式） 

EAT(T) = -0.767 +0.1779 T-0.010423T2+0.000246T3 （R2 = 

0.835）（8.00 ≦ T ），EAT(T)：アンモニア排泄量の相対値，

T：水温℃ 

今年度の試験の結果，挿核貝のアンモニア排泄量は生貝

よりも 1.55 倍大きかった。また，今年度の試験で得られ

た水温 25℃かつ塩分 33psu の海水中での生貝のアンモニ

ア排泄量は，以前に貝の貝肉乾重量とアンモニア排泄量の

関係式を作成するために得た値よりも 1.76 倍大きかった。

今年度の試験は 10-11 月に行ったのに対し，以前の試験は

5-6 月に行った。同じ水温であっても，水温上昇期（夏前）

のアコヤガイのアンモニア排泄量は，水温下降期（夏後）

よりも小さいことがこれまでの報告から知られている（渥

美 2006）。そのため，今回得られた測定値の差は，試験時

期の違いにより生じたものと推測された。従って，得られ

た値の差も考慮して次のとおり推定式を作成した。 

塩分 25psuの海水中における挿核貝のアンモニア排泄量の

推定式  

EA（T，WD） = EA（25，WD）× EAT(T) ×α×β×14/1000 ，

EA（T，WD）：水温 T℃，塩分 25psu における挿核貝（貝肉乾

重量 WD g）のアンモニア排泄量（mgN/日/個体），T：水温

（℃），α：生貝に対する挿核貝のアンモニア排泄量相対

値（= 1.55），β：調整値（= 1.76） 

この式を用いることにより，塩分 25psu の海水に収容す
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